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第 1 章 問題と目的 

令和 3 年度の児童相談所での児童虐待相談対応件数は 207,660 件と過去最多を記録してい

る(厚生労働省，2022)。児童虐待は，子どもの精神発達の歪みや身体症状をもたらし，トラ

ウマの後遺症としても把握されている(西澤，1994)。これらのことから，虐待に対してより

細やかな予防・早期発見・早期介入が求められているといえる。 

中谷ら(2006)は，育児ストレスが虐待行為を促進する重要な要因になることを示唆してい

る。佐藤ら(1994)は，育児関連ストレスが抑うつ傾向を高めること，大原(2003)は，母親のう

つ傾向が虐待に影響を及ぼすことを明らかにしており，虐待を予防するための子育て支援に

おいては，育児ストレスと抑うつの低減が課題といえる。母親の育児ストレスには，母親の

子どもへの否定的な感情が影響していることが明らかになっている(高橋，2007)。また，細

坂・茅島(2017)は母親が感情的になると無意識に子どもへ親のパワーを押し付けてしまうこ

と，自分の感情のコントロールが効かなくなった時に感情優位となり，不条理なしつけが生

じることを特徴として見出した。つまり，養育者が情動を制御できないことが不適切なしつ

けを呼び，それが虐待につながっている可能性があり，育児ストレスや虐待には，養育者の

情動の制御が関連していると考えられる。 

情動知能とは，自分や他者の感情状態が分かること，感情をコントロールできること，適

切に評価できることなどの情動を扱う個人の能力のことをいう(Salovey & Mayer，1990)。情

動知能は，ストレス反応と負の相関があること，抑うつ・不安，無気力，怒り・不機嫌を低

減させることが明らかになっている(豊田・照田，2013）。大橋・桂・星野・臼井(2015)は，

3 歳 6 ヶ月までの子どもの母親を対象とし，育児ストレスと情動知能の研究をしているが，同

様に虐待リスクの高い 4 歳から 6 歳の子どもの養育者についての研究は確認されていない。 

そこで本研究では，虐待のリスクが高い 0歳から 6歳の子どもの養育者を対象に，育児スト

レスが抑うつに正の影響を与える過程において，情動知能がどのように影響しているのかを

調査した。それにより，児童虐待や子育て支援に役立つ新たな知見が得られると考える。 

 

 

第 2章 方法 
調査には質問紙法を用いた。質問紙は，対象者に関する項目，情動知能を測定する尺度で

ある J-WLEIS(豊田・山本，2011)，育児ストレスを測定する尺度である育児ストレス尺度(清

水，2001)，抑うつを測定する尺度である自己評価式抑うつ尺度(Zung，1965)の 4つの大項目

で構成した。 

本研究は，2022 年 11 月に桜美林大学研究倫理委員会の承認を得た上で実施された(承認番

号 22034)。A 県の認定こども園・養育者それぞれに対し，倫理的配慮を行なった上で調査を

実施した。こども園の園長（担当者）へ研究の説明をした上で同意いただき，保育者（担当

者）から 0歳から 6歳の子どもをもつ養育者に調査の趣旨と倫理的配慮の説明書，調査票，

密封用の封筒を配布いただいた。回答をもって調査への同意を得られたこととし，密封した

状態で養育者から保育者（担当者）に提出していただいた。保育者（担当者）が回収したア

ンケートは，園全体でまとめ，全て調査者へ郵送してもらった。 

分析は，育児ストレス尺度（清水，2001)に対して探索的因子分析，J-WLEIS(豊田・山本，

2011)に対して確認的因子分析を用いて，下位因子の構成を確認した。次に，兄弟の有無別，

子どもの年齢別に各尺度に違いはないか，t 検定を行った。さらに各下位尺度間の相関を検討

するために相関分析をした後，共分散構造分析を用いて，育児ストレスと抑うつ，情動知能

との関連を検討した。 

 

 

第 3 章 結果 

質問紙は，572 名に対し，572 部配布され，358 名のデータが回収された（回収率 62.5%）。

有効回答数は，344 票（有効回答率 96.1%）であった。 
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育児ストレス尺度（清水，2001）を主因子法，バリマックス回転による探索的因子分析を

行なった結果，3 項目が除外され，30 項目，4 因子「育児への負担感」「パートナーの無理

解」「子どもの能力への不安」「周囲からの孤立」が検出された，J-WLEIS(豊田・山本，

2011)には，確認的因子分析を行い，内的整合性は問題ないとされた。兄弟の有無別による各

尺度の差をみた結果，育児ストレス尺度の「育児への負担感」は，「兄弟あり」よりも，

「兄弟なし」のほうが有意に高い得点を示していた。その他の兄弟あり・なしの得点差は有

意ではなかった。子どもの年齢別による各尺度の差を確認した結果，いずれも有意ではなく，

0歳から 3歳と 4歳から 6歳で大きく値が変わらないことが示された。共分散構造分析では，

χ²＝68.6，df＝24，GFI＝.957，AGFI＝.920，RMSEA=.075，AIC=110，CFI＝.941 と、

適合度指標が最も当てはまりのよいモデルが採択された。育児ストレスが抑うつに正の影響

を与えており，情動知能が両者に負の影響を与えていることが明らかになった。このモデル

の抑うつの説明率は 49％と高かった。 

 

 

 

第 4 章 考察 

共分散構造分析により，育児ストレスが抑うつを高めており，情動知能が育児ストレスと

抑うつの両者に対して負の影響を与えているという新たな知見が示された。今後養育者に対

し，情動知能を高めるための介入を行うことが児童虐待防止や子育て支援に役立つことが示

唆された。 

また，兄弟がいるよりも，いないほうが育児ストレスの「育児への負担感」が高まること

が明らかになった。子育て支援においては，初産婦のほうが育児ストレスが高くなることを

念頭に置き，支援を行うことの必要性が示された。また，0 歳から 3 歳，4 歳から 6 歳の子ど

もをもつ養育者別に，育児ストレスと情動知能，抑うつを比較したところ，いずれの値も変

わりなく，0 歳から 6 歳にかけて，切れ目のない子育て支援が求められることが示唆された。 

と重要の位置を置くのか，それには理由がある。評価制度は従業員の業績を改善し，そのう

えに，企業の業績を向上させる。この企業の業績を向上させる目的を前提として，評価制度

はいろいろな方面の変化が必要である。 
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